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１. はじめに
小学校の教育は, 小学校学習指導要領第１章総則
第１教育課程編成の一般方針にある, ｢各学校にお
いては, 教育基本法及び学校教育法その他の法令並
びにこの章以下に示すところに従い, 児童の人間と
して調和のとれた育成を目指し, 地域や学校の実態
及び児童の心身の発達の段階や特性を十分考慮して,
適切な教育課程を編成するものとし, これらに掲げ
る目標を達成するよう教育を行うものとする｡｣ １)
に従い行われることになる｡ 小学校学習指導要領に
は, ９教科目 (国語, 社会, 算数, 理科, 生活, 音
楽, 図画工作, 家庭, 体育) と道徳, 外国語活動,
総合的な学習の時間, 特別活動が章立てて詳細に示
されている｡ この中で各教科は, 第１ ｢目標｣, 第
２ ｢学年の目標及び内容｣, 第３ ｢指導計画の作成
と内容の取扱い｣ の項目で示されている｡
小学校体育科授業の内容構成は, 小学校学習指導
要領に則り, 内容を基本的に低・中・高学年の２学
年ずつ３段階で示される｡ 内容は大きく７区分され
｢領域｣ と呼ばれる｡ 領域構成は表１. のとおりで
ある２)｡ 各領域は学年段階ごとに更に分類された内
容で示される｡ 各小学校ではこの領域・内容構成を
基に実態に合わせて年間指導計画を立案し, 授業を
行うことになる｡
本稿では, 安来市小学校体育連盟が取り組む, 体
育科授業における第１・２学年 ｢器械・器具を使っ
ての運動遊び｣ 領域の ｢マットを使った運動遊び｣
内容について取り上げ, 小学校学習指導要領で示さ
れ, 教科教育で意図する体育科授業の計画, 内容,
目的と, 小学校現場の体育科授業の実践・取り組み
の実態と課題について, 相互の関連性について検証
することを目的とする｡
２. 小学校学習指導要領－体育科の各学年の総授業
時数と領域内容・構成－
現在の小学校における教科体育については, 小学
校学習指導要領 (平成20年３月告示, 平成23年度
から全面実施) に準拠して行われている｡ この学習
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指導要領の解説本として, 小学校学習指導要領解説
総則編, 体育科においては教科目単位で発行される
小学校学習指導要領解説体育編が発行されており,
学習指導要領改訂の趣旨や内容, 記述の意味や解釈
などを解説している｡ また, 小学校の各学年におけ
る各教科 (９科目) と道徳, 外国語活動, 総合的な
学習の時間及び特別活動のそれぞれの授業時数並び
に各学年におけるこれらの総授業時数は, 学校教育
法施行規則第51条の別表第１３) に定める授業時数を
基準とすることになっている｡ ここで示される小学
校体育科の授業時数は第１学年から第６学年まで学
年順に年間102時間, 105時間, 105時間, 105時間,
90時間, 90時間を当てることになっている｡
各学年で年間に実施する領域・内容については,
発達の段階のまとまりを考慮するとともに, 先ず基
礎的な身体能力を身に付け, 運動を豊かに実践して
いくための基礎を培う観点から, 発達の段階に応じ
た指導内容の明確化・体系化を図ることになってい
る｡ また, 各学校においては, 児童に身に付けさせ
たい内容について ｢何をどのように教える必要があ
るのか｣ を整理し, 単元, 授業時間配分を決定し,
年間の指導計画に反映させて体育科年間指導計画を
作成しなければならない｡
中国・四国地方の多くの小学校が準教科書・教師
用指導書として採用している中・四国小学校体育連
盟編集の ｢わたしたちの体育｣４) では, 表２. のよ
うに体育科の年間指導計画例を示している｡ 表中の
記号は領域の略表示であり, ｢体：体つくり運動｣,
｢器：器械・器具を使った運動遊びまたは器械運動｣,
｢走：走・跳の運動遊びまたは走・跳の運動｣, ｢陸：
陸上運動｣, ｢水：水遊びまたは水泳｣, ｢浮：浮く・
泳ぐ運動｣, ｢表：表現リズム遊びまたは表現運動｣ ,
｢保：保健｣ の７領域を表している｡ ○数字は時間
数の目安を表し, 下段は領域の具体的内容を表して
いる｡
３. 小学校学習指導要領における ｢器械・器具を使っ
ての運動遊び｣ 領域 ｢マットを使った運動遊び｣ 内
容の構成と考え方
小学校学習指導要領解説体育編では第2節に ｢体
育科の内容｣ について記載があり, 内容構成の考え
方, 各領域の内容が示されている｡ 体育科の領域構
成は表１. のとおりであり, 体育科では, ２学年ず
つを一つのまとまりとして捉え, それぞれに目標,
内容, 内容の取扱いが示されている｡
大きく７領域に区分される小学校体育領域の一つ
である器械運動系の領域では, 低学年を ｢器械・器
具を使っての運動遊び｣, 中・高学年を ｢器械運動｣
で構成している｡ 低学年対象の器械・器具を使って
の運動遊びは更に, ｢固定施設を使った運動遊び｣,
｢マットを使った運動遊び｣, ｢鉄棒を使った運動遊
び｣, ｢跳び箱を使った運動遊び｣ の四つの内容で
構成されている｡ これらの内容は, 小学校低学年の
児童がいろいろな動きに楽しく取り組んで, 自分の
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
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の運動
体 ほ ぐ し
の運動
体 ほ ぐ し
の運動
体 ほ ぐ し
の運動
体 ほ ぐ し
の運動
多様な動き
をつくる運
動遊び
多様な動き
をつくる運
動遊び
多様な動
きをつく
る運動
多様な動
きをつく
る運動
体力を高
める運動
体力を高
める運動
【器械・器具を使っ
ての運動遊び】
【器械運動】
固定施設を使った運動遊び
マットを使った
運動遊び
マット運動 マット運動
鉄棒を使った運動遊び 鉄棒運動 鉄棒運動
跳び箱を使った運動遊び 跳び箱運動 跳び箱運動
【走・跳の運動遊び】 【走・跳の運動】 【陸上運動】
走の運動遊び
かけっこ・リレー 短距離走・リレー
小型ハードル走 ハードル走
跳の運動遊び
幅跳び 走り幅跳び
高跳び 走り高跳び
【水遊び】 【浮く・泳ぐ運動】 【水泳】
水に慣れる遊び 浮く運動 クロール
浮く・もぐる遊び 泳ぐ運動 平泳ぎ
【ゲーム】 【ボール運動】
ボールゲーム
鬼遊び
ゴール型ゲーム
ネット型ゲーム
ベースボール型ゲーム
【表現リズム遊び】 【表現運動】
表現遊び 表現 表現
リズム遊び
リズムダンス
フォークダンス
【保健】
毎日の生
活と健康
育ちゆく体
とわたし
心の健康け
がの予防
病気の
予 防
表１ 体育科領域構成と内容
岸本 強：小学校体育科教育研究 低学年における ｢マットを使った運動遊び｣
動きにふさわしい動きを身に付けたときに喜びを味
わうことのできる諸運動を想定している｡
各学年の目標及び内容については, 第３章おいて
２学年ごとに運動 (技能), 態度, 思考・判断につ
いてのねらいが示されている５)｡ 低学年の ｢器械・
器具を使っての運動遊び｣ 領域の ｢マット｣ につい
ての技能では, ｢いろいろな方向への転がり, 手で
支えての体の保持や回転をすること｡｣ と書かれて
おり, 小項目の ｢マットを使った運動遊び｣ では
｢マットに背中や腹などをつけていろいろな方向へ
転がってあそんだり, 手や背中で支持しての逆立ち
などをして遊んだりする｡｣ と示され, ｢例示｣ とし
て ｢ゆりかご｣ ｢前転がり｣ ｢後ろ転がり｣ ｢丸太転
がり｣, ｢背支持倒立 (首倒立)｣ ｢かえるの足打ち｣
｢壁登り逆立ち｣ ｢支持での川跳び｣ が挙がってい
る｡
つまり ｢マットを使った運動遊び｣ の運動におい
ては, 例示されている種目を基本として遊びを楽し
むことになるが, その指導方法や評価, その他のマッ
ト遊びについては詳細な記載はなく, 各地域, 学校,
授業担当者に委ねられることになる｡
学習指導要領では, ｢運動 (技能)｣ とともに ｢態
度｣ ｢思考・判断｣ について指針が示されており,
｢器械・器具を使っての運動遊び｣ 領域の ｢態度｣
においては, ｢運動に進んで取り組み, きまりを守
り仲よく運動をしたり, 場の安全に気を付けたりす
ることができるようにする｡｣ ことを, ｢思考・判断｣
では ｢器械・器具を用いた簡単な遊び方を工夫でき
るようにする｡｣ ことをねらいとするよう示されて
いる６)｡ 学習指導要領及び学習指導要領解説の記載
においてはこのような表記にとどまっており, 運動
(技能), 態度, 思考・判断についてはおおまかな指
針を基本軸にし, 学校や地域の実情に合わせた授業
計画が求められることになる｡
４. 平成22年度～平成24年度の安来市小体連にお
ける体育科授業研究の取り組み
安来市小学校体育連盟 (以下, 小体連) 研究部で
は, 平成22・23年度から低学年の ｢器械器具を使っ
ての運動遊び｣ を取り上げこの分野の研究をスター
トさせた｡ 研究の主題は ｢体を動かす楽しさを味わ
い, 進んで運動に取り組む子どもの育成～マットを
使った運動あそびにおいて～｣ である｡ 研究の視点
として, 視点① ｢児童のかかわり合いを大切にし楽
しく学ぼうとする学習過程のあり方｣, 視点② ｢児
童が取り組みやすく適切な運動教材の提供の工夫｣,
視点③ ｢お互いのよさに目を向け楽しく運動するた
めの教師のかかわり方｣ の３点を掲げている｡ この
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２年間では学習指導内容で示される領域を取り上げ,
内容について小項目内容に絞ることなく, 小学校体
育科の運動領域として示される ｢器械・器具を使っ
た運動遊び｣ 全体について各校の取り組みをまとめ
ている７)｡
この中で, 特に ｢腕支持｣ ｢逆さ感覚｣ ｢自分の体
を支えたり動かしたり (の体幹を鍛えること)｣ が,
小学校中学年以降の領域である ｢器械運動｣ につな
ぐ重要な基礎感覚運動であるとし,今後の器械運動
(マット, 鉄棒, 跳び箱) の技の習得には必要不可
欠, かつ, 中・高学年への系統性を意識した指導に
欠くことのできない大切な基礎感覚であるとしてい
る｡
平成24年以降の研究の取り組みでは, 低学年運動
領域 ｢器械器具を使っての運動遊び｣ の中で, 特に
｢マットを使った運動遊び｣ 内容を取り上げて研究
をスタートさせた｡ 研究取り組みの成果の目安とし
ては, 第６学年卒業時での ｢かべ倒立｣ の成功率を
掲げ, 研究の最終段階では市内17校の６年生全員が
｢かべ倒立｣ ができるようになることを目指し, 安
来市小体連として全市的な研究に取り組むことにし
ている８)｡
安来市小体連の平成24年度から平成26年度の研
究主題・研究の視点は表３. の通りである９)｡
研究主題・研究の視点の経過 ( 下線 は年度によ
る変更箇所)
安来市における研究主題は, 安来市が研究の発表
をすることになった平成25年度の中四国体育研究大
会 (山口県) の提案発表と, 平成28年度中四国体育
研究大会 (島根県) の提案発表を見据えて設定され
ている｡ 上位団体である島根県小体連は, 平成28年
度島根県開催研究大会の研究主題を ｢動いて気づく
できていかす しまねっ子｣, 副主題に ｢～主体
的に学ぶ力をつけ, 追求できる子どもを育てる体育
学習～｣ とし, 研究仮説を ｢運動のたのしさや喜び
を感じ, 学びが高まり, 醍醐味に触れていけるよう
な授業づくりすれば, 主題にある子どもの姿に迫っ
ていくことができるであろう｣ として決定し, この
中で ｢醍醐味｣ という言葉を使って表現している10)｡
ここでの ｢醍醐味｣ の意味については, ｢その運
動の特性にふれ, 動きの高まりに気づき, 感じる心
地よさ｣ としていることから, 安来市小体連におい
ても安来市の研究の視点の中に ｢醍醐味を味わうた
めの手立てとして考えられること｣ が加筆されてい
る｡
５. 平成25年度の安来市小体連における体育科授業
研究の取り組み
平成25年度の安来市小体連研究主題は ｢体を動か
す楽しさを味わい, 進んで運動に取り組む子どもの
育成～マットを使った運動遊びにおいて～｣ であ
る11)｡ 市内17校は学年２クラス以上の大規模校もあ
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☆は醍醐味を味わうための手
立てとして考えられること
器
械
・
器
具(
低)
H24
○体を動かす楽しさ
を味わい, 進んで運
動に取り組む子ども
の育成
～ ｢マットを使った運
動遊び｣ において～
・児童のかかわり合いを大切
にし,楽しく学ぼうとする学習
過程のあり方
・児童が取り組みやすく適切
な運動教材の提供の工夫
・お互いの良さに目を向け, 楽
しく運動するための教師のか
かわり方
H25
○体を動かす楽しさ
を味わい, 進んで運
動に取り組む子ども
の育成
～ ｢マットを使った運
動遊び｣ において～
・児童のかかわり合いを大切
にし,楽しく学ぼうとする学習
過程のあり方
・児童が取り組みやすく適切
な運動教材の提供の工夫
・児童が進んで体を動かし, 楽
しく運動するための教師のか
かわり方
☆４つの運動の実践事例カー
ドの作成・配布・活用
☆教師のかかわりで効果のあっ
た声かけ (オノマトペ) 事例
集の作成・配布・活用
H26
○体を動かす楽しさ
を味わい, 進んで運
動に取り組む子ども
の育成
～ ｢マットを使った運
動遊び｣ において～
・児童のかかわり合いを大切
にし,楽しく学ぼうとする学習
過程の工夫
・児童が取り組みやすく適切
な運動教材の提供の工夫
・児童が進んで体を動かし, 楽
しく運動するための教師のか
かわり方の工夫
☆ストーリー性のある単元, 系
統的に身につけたい動きの仕
組み, かかわりあいによるこつ
やポイント見つけ
☆系統的に身につけたい感覚
のゲーム化, 得点化, 動きの組
み合わせたコース設定, 見合っ
たり・教え合ったりできる教
材の工夫
☆こつやポイントを模造紙に
まとめる, 児童から出てきた言
葉を教師が問い返し価値づけ
る
表３ 平成24年度～26年度研究主題・研究の視点
岸本 強：小学校体育科教育研究 低学年における ｢マットを使った運動遊び｣
り, 完全複式の小規模校もあるなど授業における児
童数幅が大きいうえ, 授業担当者にとっては, 体育
指導に当って ｢模範演技ができない｣ ｢補助や声か
けの仕方が分からない｣ などの指導者の実態もある
ことを踏まえ, また加えて, ｢安来市の子どもたち
が体を動かすことの楽しさを味わい, 進んで運動に
取り組む学習を進めたい｣ との思いで, 上記研究主
題を設定し, 共通認識をもって研究に取り組んでい
る｡
研究にあたり ｢姿勢を保持する力が弱い｣ ｢自分
の体を手で支えることができない｣ ｢逆さになるこ
とを怖がる｣ の児童の実態を導き, 低学年から共通
して身に付けさせるべき (経験させる) こととして,
昨年度以前の研究も踏まえて ｢腕支持感覚｣ ｢逆さ
感覚｣ ｢体幹をしめるような感覚｣ の３つを設定し
た｡ これらの感覚は器械運動 (マット, 鉄棒, 跳び
箱等) の技習得に必要不可欠な感覚であり,体育授
業を展開していくうえでも, 低学年から高学年への
系統性をもった指導を行ううえでも重要な感覚とし
て捉えて, 平成24年度以降研究を深めている｡
１) 安来市小体連研究と小学校学習指導要領の関連性
安来市が設定した ｢低学年から共通して身に付け
させるべき (経験させる) ｢腕支持感覚｣ ｢逆さ感覚｣
｢体幹をしめるような感覚｣ については, 小学校学
習指導要領解説体育編第２章第２節２各領域の内容,
イ器械運動の ｢器械・器具を使っての運動遊び｣ の
学習指導にある ｢それぞれの器械・器具の条件のも
とで, 支持, ぶら下がり, 振動, 手足での移動, 逆
さ姿勢, 回転などの基本的な動きができるようになっ
たり,動き方を工夫したりすることが課題になる12)｡｣
の内容を踏襲したものであり, 器械運動系の｢マッ
ト運動｣ ｢鉄棒運動｣ ｢跳び箱運動｣ において学ぶべ
き課題として挙げられる学習指導要領の ｢基本的な
動き｣ と, 安来市が設定した低学年から経験して身
につけさせるべき３つの感覚は基本的に一致してい
る｡
２) 平成25年度研究の視点, 評価, 成果
平成25年度の安来市における研究の視点は, ア)
児童同士のかかわり合いを大切にし, 楽しく学ぼう
とする学習過程のあり方, イ) 児童および教師が取
り組みやすく適切な運動教材の提供の工夫, ウ) 児
童が進んで体を動かし楽しく運動するための教師の
かかわり方, の３点である13)｡
具体的内容を見てみると, 視点ア) については,
① ｢単元にストーリー性をもたせる｣, ② ｢見合う
観点を明確にした児童同士のかかわり合い｣, ③
｢児童が挑戦してみたくなる場の設定｣ などの学習
過程の工夫｣, 視点イ) については, ① ｢全校全学
級で共通して行う運動を手足走り・うさぎ跳び・ア
ンテナ→折れ曲がり・手押し車の４つの運動 (図１)
にしぼりそのイラスト作成・配布・掲示｣, ②腕支
持感覚・逆さ感覚・体幹をしめるような感覚の３つ
要素を含むこの４つの運動を教師がどのように取り
組ませたらよいのか分かりやすい一覧表を作成｣,
ウ) については, ① ｢児童の動きをよくした効果的
な声かけ (オノマトペ)｣ を収集整理した｡
市内全校全学級で共通して行うことにした４つの
運動 (図１) は, 比較的やさしい運動であり, 低学
年児童にも比較的取り組みやすい運動を精選してい
る｡ 量や質など負荷のかけ方によっては年齢差, 個
人差に応じて強弱が調整できる運動種・内容になっ
ている｡ 継続性をもって取り組み, 動作に慣れてく
るとともに動きに強さ, ダイナミックさがでてくよ
ようになれば, ｢腕支持感覚・逆さ感覚・体幹をし
めるような感覚｣ のねらいの体得が期待できる｡
平成25年度安来市体育科研究授業の第１・２学年
｢マットを使っての運動遊び｣ 指導案14) では, 単元
の評価規準, 学習活動に即した評価規準について表
４. のようにまとめを示している｡ 成果として, ①
単元のストーリー化・ゲーム化した学習過程の工夫
により児童が意欲的に取り組み体を動かす楽しさが
味わえたこと, ②児童が楽しみながら継続して運動
に取り組み重要なねらいとした ｢腕支持感覚・逆さ
感覚・体幹をしめるような感覚｣ の３つの運動感覚
を身につけることができたこと, が挙げられ, 課題
としては, 市内全校全学級で取り組むこととされて
いる ｢４つの運動｣ の行い方の工夫を集め, 整理し
て市内全校に広め, 共有すること, が挙げられてい
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る｡ 経験度の異なる授業担当者がより効果的な指導
ができるようその指導法に課題があることがわかる｡
小学校低学年での内容 ｢マットを使った運動あそ
び｣ における ｢技能｣ を達成する手立てとして, 運
動を支える技能を特定し, 低学年児童が興味関心を
高め意欲的に取り組む学習過程を工夫したことや,
単元のストーリー化・ゲーム化が有効であることが
報告された｡ また, 安来市小体連が開発した ｢腕支
持感覚｣ ｢逆さ感覚｣ ｢体幹｣ をきたえるための運動
あそび例 (図１. 内容：手足走り・うさぎ跳び・ア
ンテナ－アンテナ折れ曲がり・手押し車) の教師用
指導表を作成利用したことによる成果を挙げている｡
６. 平成26年度の安来市小体連における体育科授業
研究の取り組み
安来市の平成26年度の研究では, 平成25年度を
継承し, ｢器械・器具を使った運動あそび (マット
を使った) 運動あそび｣ について, 安来市における
｢研究の視点｣ と ｢醍醐味を味わうための手立て｣
とのかかわりを模索し,それぞれの視点について児
童の取り組みをまとめた15) ｡
｢醍醐味｣ の意味については, ｢その運動の特性
にふれ, 動きの高まりに気づき, 感じる心地よさ｣
として県小体連で意味付けし, 各市郡の小体連の取
り組みの中で実践と研究が行われてきた｡ 体育科各
領域で ｢醍醐味｣ を味わう体育学習を目指している｡
平成26年度取り組みの課題として, 視点①では,
｢ストーリー性のある単元を組んでいく場合, 最終
目標 (ゴール) の設定, ゲーム化の工夫に苦労する
こと｣ , ｢場の設定が増えると, 低学年では器具の
準備や片づけが大変であり時間がかかること｣｡ 視
点②では, ｢授業で取り入れている運動をどの児童
もできるようにするための具体的な手だてを示して
いく必要があること｣｡ 視点③では, ｢書いたり発表
したりするには時間を要するので, 運動量との兼ね
合いが難しくなる｣, ｢言葉がたくさん出てきた場合
どのように整理していくのか, 醍醐味との関連性は
どうなるのか, 検討していく必要があること｣ が挙
がっている｡
研究主題を掲げ, 具体的研究の視点をもって日々
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の授業を展開しようとしても, １限45分間の授業と
合計６～７時間内での単元設定では限界がある｡ こ
のような時間的制限をも組み込んだ授業展開を工夫
し, 繰り返しの試行の中で如何に授業効率が高く,
｢醍醐味｣ を味わう体育学習ができ, 成果の上がる
(目標達成) 計画をしていくかが課題となった｡
７. 取り組み実態と学習指導要領との相互関係性
安来市小体連が市全校を挙げて取り組む, 体育科・
低学年における ｢マットを使った運動遊び｣ の研究
について見てきた｡ 平成22年度から継続して取り組
んだ第１・２学年 ｢器械・器具を使っての運動遊び｣
領域から, 運動感覚について特に ｢腕支持｣ ｢逆さ
感覚｣ ｢自分の体を支えたり動かしたり (の体幹を
鍛えること)｣ の３つの要素が器械運動領域や基礎
的感覚の基本になることを導き授業に取り入れてき
た｡
平成24年度からは ｢マットを使った運動遊び｣ に
ついて研究を進め, 低学年から共通して身に付けさ
せるべき (経験させる) 感覚をストーリー化・ゲー
ム化して提示し, 学習効果を挙げる工夫のほか, 特
に安来市小体連が開発した ｢腕支持感覚｣ ｢逆さ感
覚｣ ｢体幹｣ をきたえるための運動あそび例 (手足
走り・うさぎ跳び・アンテナ－アンテナ折れ曲がり・
手押し車) について教師用指導表を作成し, 体育教
師以外の教師でも統一した指導ができるよう全市の
小学校で取り組むこととしている｡
小学校学習指導要領にこの内容を照らしてみると,
第１・２学年の目標の ｢基本的な動きを身に付け,
体力を養う｣, ｢意欲的に運動する態度を育てる｣ に
ついてよく踏まえられている｡ 特に体支持, 逆さ感
覚の運動について研究が深められ, 限られた単元時
間, 授業時間の中で地域の実情を考慮したうえで効
果のある取り組みとして提案されている安来市小体
連の研究取り組みは的を射ており, 市内全校17校で
取り組みを進めていることについて評価できる｡
８. まとめ
小学校学習指導要領解説体育編第３章 ｢各学年の
目標及び内容｣ では, ①運動 (技能), ②態度, ③
思考・判断について内容別に数項目書き示されてい
るだけであり, 端的には運動 (技能) 経験, 進んで
取り組むこと, 工夫できること, の全般的なことが
示されているだけである｡ 学習指導要領で示される
目標・内容を掘り下げ, 如何に系統立てて授業を展
開するか, そして全学年度の領域の括りとしてそれ
をどう次学年につなげ学習効果を図っていくかは現
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表４ 単元評価規準と学習活動評価規準
単
元
の
評
価
規
準
運動への関心・
意欲・態度
運動についての
思考・判断 運動の技能
・マットを使って
の運動遊びに進ん
で 取り組もうと
している｡
・運動の順番や決
まりを守り, 友達
と 仲よく運動し
ようとしている｡
・友達と協力して,
マットの準備や片
付けをしようと
している｡
・運動する場やマッ
トの使い方などの
安全に気をつけよ
うとしている｡
・マットを使った
運動遊びの行い方
を知るとともに,
運動をする場や使
用するマットなど
を変えながら, い
ろいろな運動の仕
方を見つけている｡
・マットを使って
の運動遊びの動き
方を知るとともに,
友達のよい動きを
見つけたり, 取り
入れ たりしてい
る｡
・マットに指先を
広げて, 真っ直ぐ
に手をついたり,
手で支えての体の
保持や回転ができ
る｡
＜１年生＞
学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準
関心・意欲・態度 思考・判断 技 能
①マットを使った
運動遊びに進んで
取り組もうとして
いる｡
②運動の順番やき
まりを守り, 友達
と仲よく遊んでい
る｡
③友達と協力して,
マットの準備や片
付けをしている｡
④運動をする場の
マットの使い方や
置き方などの安全
に気をつけようと
している｡
①マットを使った
運動遊びの行い方
を知る｡
②マットを使って
の運動遊びの動き
方にあう名前をつ
けるとともに, 友
達のよい動きを見
つけている｡
①マットに背中を
順番につけて, い
ろいろな場で転が
ることができる｡
②手で体を支えて
壁逆立ちができる｡
＜２年生＞
学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準
関心・意欲・態度 思考・判断 技 能
①マットを使った
運動遊びに進んで
取り組もうとして
いる｡
②運動の順番やき
まりを守り, 友達
と仲よく遊んだり,
動きを見せ合おう
としたりしている｡
③友達と協力して,
マットの準備や片
付けをしている｡
④運動をする場の
マットの使い方
や置き方などの安
全に気をつけよう
としている｡
①マットを使った
運動遊びの行い方
を知るとともに,
運動する場やマッ
トなどを変えなが
ら, いろいろな運
動の仕方を見つけ
ている｡
②マットを使って
の運動遊びの動き
方にあう名前をつ
けるとともに, 友
達のよい動きを見
つけたり, 取り入
れたりしている｡
①マットに背中を
順番につけて, い
ろいろな方法やい
ろいろな場で転が
ることができる｡
②手で体を支えて
自由に壁逆立ちが
できる｡
③前回りの後半の
胸の引きつけや,
立ち上がりができ
る｡
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場の教師の力量にかかっている｡ 様々な環境で育っ
てきた多様な児童について, 一人ひとりに対応した
指導が求められる体育現場では学習指導要領を基本
にしながらも, その地域, 学校において楽しい授業
作り, 進んで取り組む授業作り, 効果のあがる授業
作りをするための授業研究は欠かせない｡
安来市における体育科授業研究は, 専科体育教師
以外の教師や体育科の基礎となる低学年の体育を担
当する教師に的を当て, 低学年から共通して身につ
けておくべき要素 ｢腕支持｣ ｢逆さ感覚｣ ｢自分の体
を支えたり動かしたり (の体幹を鍛えること)｣ を
含む ｢器械・器具を使った運動遊び (マットを使っ
た運動遊び)｣ に焦点を絞って取り組んでいる｡ ①
児童のかかわり合いを大切にし楽しく学ぼうとする
学習過程の工夫, ②児童が取り組みやすく適切な運
動教材の提供の工夫, ③児童が進んで体を動かし楽
しく運動するための教師のかかわり方の工夫, を研
究の視点として取り組み, この単元での ｢工夫｣ に
よって児童自らが体を動かして楽しさを味わい, 意
欲的に運動に取り組む姿を育むことを目指している｡
これらの ｢工夫｣ を如何に導いていくのかについて,
学習指導要領のねらいに照らしながら安来市の独自
的な研究の進行と研究のまとめを期待したい｡ 安来
市小体連研究での, 最終的な児童の姿としての成果
を６年生卒業時のかべ倒立成功にしていることから,
研究取り組みをしてきた児童の成果報告が待たれる
ところである｡
小学校低学年でのこれらの取り組みが, この後の
中・高学年の領域 ｢器械運動｣ の基礎になることを
考えれば, 早い段階で独自の授業方法を作り上げ,
継続して取り組むことで最終学年での ｢器械運動｣
領域のねらいは達成できよう｡
安来市においては小学校学習指導要領内容をよく
踏まえたうえで, 地域の実態が反映された研究の取
り組みがされていた｡
今後更に, 大綱的な規準である学習指導要領の記
述の意味や解釈についてより理解を深め, 地域・児
童の実態を考慮し, 創意工夫を生かした特色ある独
自の教育課程を編成・実施することで児童の健やか
な育成を図っていく研究が期待される｡
９. 今後の課題
本稿では, 安来市のこれまでの小学校現場の体育
科授業の実践・取り組みの実態について論述してき
た｡ 今後は更に授業研究の内容に踏み込み, 目標達
成のための学習過程の工夫, 指導法の工夫, 評価の
あり方等について細部を掘り下げてより研究を深め
たい｡
10. 注・引用文献
１) 文部科学省 小学校学習指導要領 (平成20年３
月告示), 2008, ｐ.13
２) 文部科学省 小学校学習指導要領解説体育編,
2008, ｐ.90
３) 前掲1), ｐ.10
４) 中・四国体育連盟 平成27年度版 ｢わたしたち
の体育｣
http://www.bunkyosya.co.jp/taiiku-top1.html
５) 内容についての運動(技能), 態度, 思考・判断
の記載は, 保健領域を除く６領域
６) 前掲２), ｐ.29
７) 島根小学校体育連盟 平成24年度研究紀要,
2012, ｐ.13-18
８) 平成25年度および平成26年度安来市小体連研
究のまとめ資料にまとめられている｡
９) 島根小学校体育連盟が取りまとめた平成24年度,
平成25年度, 平成26年度研究紀要から一覧表を
作成｡
10) 島根小学校体育連盟 平成24年度研究紀要,
2013, ｐ.5
11) 平成25年度安来市小学校体育連盟 ｢器械・器
具を使っての運動あそび部会｣ 資料にまとめられ
ている｡
12) 前掲２), ｐ.15
13) 前掲11) と同じ｡
14) 安来市立布部小学校, 三島明が作成した ｢第１・
２学年 体育科学習指導案｣, 単元名： ｢目指せ！
ふべっ子忍者！｣ (マットを使っての運動遊び),
2013.6.20
15) 平成26年度安来市小体連研究のまとめ資料に
まとめている｡
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